


















































































①1981-85 25.95％ 4.86％ 実績
②85-94 10.73％ 3.82％ 〃
③94-97 24.80％ 8.32％ 〃
④97-04 11.50％ 7.92％ 〃
⑤04-10 14.46％ 15.45％ 〃
⑥10-15 3.04％ 4.12％ 〃
⑦16-21（高） 9.85％ 9.85％ IMFWEOベース
⑦16-21（中） 7.00％ 7.00％ 筆者予測
⑦16-21（低） 4.00％ 4.00％ 筆者予測


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































として，Stanzen Toyotetsu India Pvt. Ltd.（STTI），JBM Ogihara Automotive India 













とはいえ，二輪からの乗り換えに期待して開発されたULCV（Ultra Low Cost 
Vehicle：超低価格車）ナノの失敗に見られるように，低価格だけで訴求しよう
としてもうまくいかない。
　他方で，SUVだけでラインナップを揃えたマヒンドラの成功やトヨタIMVの
成功のケースのように，価格が高くても需要を掘り起こせる場合もある。以上
の市場動向を踏まえスズキとトヨタの今後を考えれば，少なくとも以下のよう
に言えよう。
　スズキは，市場が急成長する中で45％超のシェアを維持し続けて来た。イ
ンド市場の覇者スズキの戦略は今のところ盤石に見える。しかし，シェア５％
急成長するインド自動車市場　−盤石の覇者スズキと追うトヨタの挑戦−38
で６位に甘んじているトヨタも，反転攻勢に向けた布石を着々と打っている。
　直近では，ダイハツの完全子会社化（2016年８月１日の株式交換実施で
効力発生）である。トヨタはダイハツへの出資比率を1998年に51.2％に引
き上げ連結子会社化し，直後からトヨタ・ダイハツの新興国専用車，U-IMV
（Under-IMV）共同開発プロジェクトをスタートさせ，2004年にはトヨタ・ア
バンザ，ダイハツ・セニアとしてインドネシアで販売を開始，インドネシア市
場全体の４割のシェアを獲得する大成功を収めている。今後はインド向け新興
国車の開発に進むとみられる。さらに，2016年10月にはスズキとの提携協議
に入ったことを発表している。劣勢のコンパクト市場での攻勢への布石は文字
通り着々と進んでいるように見える。他方で，利益率の高いUVセグメントでは，
投入済みの第２世代イノーバ（IMV5）に加えて，タイ等では2015年８月に投
入済みの第２世代フォーチュナー（IMV4）をインドにも投入するだろう16。
　インド市場はあと数年で５百万台を超える見込みである。基礎体力の高いト
ヨタのことである。市場の急拡大の中で，トヨタがスズキの地位を脅かす日も
遠くないかも知れない。
16　IMVは、第１世代から第２世代にモデルチェンジする際に開発のリーダーであるチーフエンジ
ニアが交代し、製品コンセプトが高級乗用車寄りに変わっている。インド市場では、悪路走破性の高
さを前面に出したマーケティングのマヒンドラが好調なため、IMVの今後の動向が注目される。IMV
のモデルチェンジに関して詳しくは、野村俊郎［2015b］を参照されたい。
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